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 漢字の字体は原則として現行の字体を用 たが 「峯」 「蔭」「河」などのように一部原本通りにした場合もある。
一、
 見せ消ち点は稿本では概ね左傍に付してあるが、翻刻に当たっては印刷の都合で右傍に移 、 すべ 「、 」 で統一した。
一、




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 天の原夏をは雲のよそ れやすゝ くすめ よはの月影
よろしくや
　　　瞿麦　
 川かみの河原なてしこ れきてあらぬきしに 花咲にけり
此下句余山吹によみし事あり瞿麦にはつきなくや
　
床夏に 　
 も　　　　　
見るものを
　　　　　　　　　　　
のおく
　
 ちり
を
、、、
たに
すゑしと
お
、、、、、、
もふ床夏に
心のまゝに
お
、、、
ける
露かな
一二句古歌のまゝ て曲なし
　（床夏にちりもすゑしと見るものを心のまゝに露のおくかな）　　
きも子
□写
 わ、
ら
、、
はへ
か種まきおきしなてしこはこのもかのもに花咲にけり
よろし
　　　夏草　
こまつひき
　　　　
 つむとて
　
たち
□写
 た
、、、、、
をやめの
わかな
す
、、、、、、
みれにふみ
なれし野へともみえすしける
夏草
　
 （こまつひきわかなつむとてたちなれし野へともみえすしける夏草）
□写
 すむ人そまつうつらともなきぬへきしける若葉の深草の里
よろしくや
　　　鵜河　　
夜　　　　　　　　　
いりもいらすも
　　　　　
つらし
□写
 夕月
の
、
をくらの山の山陰は
い
、、、、、、、
るをもまたて
夜川た
ち
、、、
けりことによろし
　
 雨はるゝ川せの波の高せ舟もゆる火かけもむすほゝれゆく
題意たしかならす
　　　蚊遣火
□写
 山里はかやり火たかぬ宿もなしをちの木かくれ竹の一 ら
よろしくや
□写
 夕されは賎かすさひのかやり火に月の影さへやつれぬるかな
よろしくや

　　　蝉
□写
 夏山の瀧のひゝきをとめくれはすゝしきせみの声にそ有ける
よろしくや
□写
 風ふけは木々の下葉のちることにあはれかなしき蝉の声かな
これも
　　　蓮　
あれはてし
　　　　　
 をかへの
　
 は　　　　　　　　　　　
花
 さく
□写
 す
、、、、、、、
む人もなき古
寺の◦池の面
に
、
み草をわけて
咲
、、
く
はちす
か
、、
な
　（あれはてし寺のをかへの池の面はみ草をわけてはちす花さく）
ことによろし
　　　夕顔　
 守捨しあしの丸やのなるこなはつたひてさける夕顔の花
上句の風情暮秋に似たり
根
　
 うの花の散てやつれ ませ垣
◦根
をマ
も
さらにつくろふ夕顔の花
よろしくや
　　　
 賎か　　
の
□写
 山里の◦垣根
に
、、、、
はへる
夕顔はむくらましりに花咲にけり
よろし
　　　扇
□写
 荻の葉となに思ひけむ秋風は扇よりして立ぬるものを
よろしくや
　　　氷室
□写
 大君のみことかしこみ氷さへ夏のてる日にきえせさりけり
これも
□写
 夏もなほこそのまゝなるひむろには冬やこもれる春日のゝ原
又
　　　納涼　　
おつへくみえ
□写
 桐の葉も
や
、、、、、
ゝ落そめ
て夕立のすくる軒はは夏としもなし
これも
□写
 あつさゝへともに流てゆく水のあたりの宿は夏なかりけり
又
□写
 駒なめてすゝみにゆかむあすかゐはみもひもさむしみま草もよし
よろし
□写
 ふく風に心も舟もさそはれておもはぬ岸に月を るかな
これも

　　　泉
□写
 山陰の岩垣しみつあかぬかな夏のうき世はこゝにのかれん
又
　　　夕立　　 　
岡辺の松
　　　　　　　　　　　　　　　
 夕立
□写
 かけしけき
高
、、、、、
根の木々
の下露に雨をのこしてはるゝ
村
、、
雲
これも
　夕立の雲に入日のあらそひてふる雨しろし山本の里
よろしくや
□写
 夕たちの雲は外山の峯こえて涼しくのこる松の下露
よろし
　　　晩夏
□写
 草の葉におきまさりゆく夕露 ふかくも夏のなりにけるかな
これも
　　　　　 　　　　
みそき
□写
 あさの葉とともになかれて
瀧、
川
や
、
夏もとまらぬけふの暮かな
よろしくや
　　　夏祓
□写
 衣手にすゝしき風のかよふか わかねきことを神やうくらむ
これも
　　　夏雑
□写
 馬車ゆき来をしけみたつちりに風さへあつし都大路は
いとよろし
　　　　　 　　　　　　　　　　　
ね
　
 とりかけしをすのひまより通ひきてひる
い
、
ゆるさぬねふの下風
ひるい
　
例あるか
さらはさてあるへし
真頼
例なからよろし大かたは優に聞え侍り
（かやま 　きみこ／一九六七年卒業）
